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　教
頭
と
し
て
天
童
高
校
２
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
天
童
高
校
に
転
任
す
る
前
も
総
合
学

科
の
高
校
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　総
合
学
科
の
概
要
は
、「
幅
広
い
選
択
科

目
の
中
か
ら
生
徒
が
自
分
の
科
目
を
選
択
し

学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
生
徒
の
個
性
を

生
か
し
た
主
体
的
な
学
習
を
重
視
す
る
こ

と
」、「
将
来
の
職
業
選
択
を
視
野
に
入
れ
た

自
己
の
進
路
へ
の
自
覚
を
深
め
さ
せ
る
学
習

を
す
る
こ
と
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　天
童
高
校
で
は
、
共
通
教
科
に
加
え
て
、

専
門
教
科
を
含
む
多
様
な
開
設
科
目
か
ら
、

自
分
自
身
の
興
味
関
心
や
進
路
希
望
に
応
じ

て
学
ぶ
科
目
を
選
択
し
ま
す
。
２
年
次
か
ら

「
文
理
総
合
系
列
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
系
列
」、

「
福
祉
保
育
総
合
系
列
」
の
３
系
列
か
ら
１

系
列
を
選
択
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な

個
性
を
大
切
に
し
、
よ
り
伸
ば
す
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
産
業
社
会
と
人
間
」、
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
に
お
い
て
、
探
究
型
学
習
「
Ｔ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
自
分
の

進
路
・
地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
年
次
は
「
学
校
内
の
課
題
に
つ
い
て
の
探

究
サ
イ
ク
ル
を
経
験
し
、
探
究
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
知
る
。」
２
年
次
は
、「
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
の
探
究
活
動
を
通
じ
て
社

会
と
関
わ
り
、
自
分
の
進
路
意
識
を
つ
な
げ

る
。」
３
年
次
は
、「
自
身
の
進
路
に
関
わ
る

探
究
課
題
を
通
じ
て
、
生
涯
に
わ
た
る
探
究

的
視
点
を
養
う
。」
探
究
活
動
で
す
。
探
究

活
動
は
、「
課
題
の
設
定
」
→
「
情
報
収
集
」

→
「
整
理
・
分
析
」
→
「
ま
と
め
・
表
現
」

の
流
れ
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
山
形
県
や
近
県
の
大
学
・
短
大

を
訪
問
し
た
り
、
県
内
の
企
業
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
り
、
企
業
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
る
方
の
講
演
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
１
年
次
か
ら
３
年
次
ま

で
体
系
的
に
、
進
路
に
関
す
る
学
習
の
機
会

が
充
実
し
て
お
り
、
自
分
の
将
来
や
進
路
目

標
を
考
え
て
い
ま
す
。

　令
和
５
年
度
の
天
童
高
校
の
卒
業
者
の
進

路
状
況
は
、
大
学
・
短
大
進
学
等
35
．
6
％
、

専
門
学
校
等
39
．
4
％
、
就
職
25
．
0
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
文
部
科
学
省

が
実
施
し
た
「
令
和
５
年
度
学
校
基
本
統
計

（
学
校
基
本
調
査
報
告
書
）」
の
全
国
の
総
合

学
科
の
卒
業
者
の
進
路
状
況
は
大
学
・
短
大

進
学
等
39
．
5
％
、
専
門
学
校
等
32
．
7
％
、

就
職
22
．
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
童
高

校
は
全
国
の
総
合
学
科
と
比
べ
る
と
、
大

学
・
短
大
等
の
割
合
よ
り
専
門
学
校
等
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
に
つ
い
て
、

全
国
で
は
令
和
４
年
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
卒
者
の
３
年
以

内
の
離
職
率
は
35
．
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
高
卒
の
就
職
者
の
３
人
中
１
人
、

企
業
に
よ
っ
て
は
３
人
中
２
人
が
３
年
以
内

に
離
職
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　高
校
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
時
、

社
会
の
多
様
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
急
速
な

情
報
化
に
よ
り
、
将
来
の
予
想
が
困
難
な
時

代
に
、
社
会
状
況
を
把
握
し
、
将
来
像
を
描

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
人
生

を
ど
う
生
き
る
か
、
自
分
の
存
在
価
値
と
は

何
か
と
い
っ
た
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
在

り
方
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
の
進
路
実
現
に

向
け
て
の
選
択
・
決
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
、
進
路
の
選
択
・
決
定
を

行
う
生
徒
も
い
れ
ば
、
自
分
の
現
実
に
目
を

向
け
ず
理
想
ば
か
り
追
い
求
め
て
し
ま
う
生

徒
も
い
ま
す
。

　天
童
高
校
の
卒
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

先
を
み
て
み
る
と
総
合
学
科
で
の
学
び
や
進

路
に
関
す
る
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
が
自
分

自
身
の
将
来
を
考
え
、
進
路
目
標
の
実
現
の

た
め
に
、
先
生
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
真

摯
に
努
力
し
進
路
決
定
し
て
い
ま
す
。
ど
の

進
路
を
選
択
決
定
し
て
も
、
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
現
実
と
し
っ
か
り
と

向
き
合
い
つ
つ
、
自
分
の
将
来
を
見
据
え
る

こ
と
で
、
課
題
に
立
ち
向
か
い
解
決
し
て
い

く
能
力
、
つ
ま
り
社
会
で
生
き
て
い
く
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
生
徒
の
自
己
実
現
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
自
己
実
現
」
に
向
け
て
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か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
保
護
者
と
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

進
学

　令
和
５
年
度
の
進
学
者
は
99
名
。
国
公
立

大
学
は
１
名
、
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部

人
文
社
会
科
学
科
（
学
校
推
薦
型
）。
他
の

四
年
制
大
学
に
は
総
合
型
1０
、
学
校
推
薦
型

（
指
定
校
含
む
）
1７
、一
般
３
の
3０
名
（
東
北

文
教
７
、
東
北
芸
工
１
、
東
北
公
益
２
、
東

北
学
院
６
、
東
北
福
祉
５
、
東
北
工
業
１
、

石
巻
専
修
１
、
仙
台
白
百
合
女
子
１
、
東
北

文
化
学
園
１
、
新
潟
医
療
福
祉
１
、
駒
沢
１
、

淑
徳
１
、
湘
南
工
科
１
、
明
海
１
）
が
合
格
。

昨
年
度
に
比
し
て
、
宮
城
県
の
東
北
学
院
や

東
北
福
祉
に
進
む
生
徒
や
、
総
合
型
選
抜
で

進
学
す
る
生
徒
が
大
幅
に
増
え
る
一
方
で
、

一
般
選
抜
で
進
学
す
る
生
徒
は
減
少
し
た
。

短
期
大
学
に
は
い
ず
れ
も
学
校
推
薦
型
の
1６

名
（
県
立
米
短
２
、
羽
陽
短
1０
、
仙
台
青
葉

４
）
が
合
格
、
こ
ち
ら
は
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
高
等
看
護
学
校
に
は
学
校

推
薦
型
２
、
一
般
３
の
５
名
（
済

生
館
２
、
国
療
山
形
２
、
厚
生
１
）

が
合
格
。
職
業
能
力
開
発
校
に
は

６
名
（
県
立
産
技
短
４
、
東
北
農

林
専
門
職
大
学
附
属
農
林
大
学
校

１
、
県
立
職
能
１
）
が
、
そ
の
他

専
門
学
校
に
は
４1
名
（
山
医
技
専

４
、
山
歯
科
専
２
、
仙
台
医
ス
ポ

１
、
仙
台
リ
ハ
１
、
美
容
13
、
公

務
員
養
成
系
５
、
デ
ザ
イ
ン
・
芸

術
系
４
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
系
３
、

動
物
看
護
３
、
そ
の
他
５
）
が
そ

れ
ぞ
れ
進
ん
だ
。

　進
学
希
望
者
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
保
護
者
同
伴
で
複
数
校

参
加
し
事
前
に
比
較
検
討
す
る
こ

と
、
入
学
後
に
備
え
て
高
校
時
代

に
基
礎
学
力
を
養
っ
て
お
く
こ
と
、

そ
の
先
の
未
来
を
考
え
て
後
悔
の

な
い
進
学
先
を
選
択
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

卒業生進路状況（過去４年間）
令和6年3月31日現在

年 度 令和5年度 （23 期生 ）
Ｒ4年度 Ｒ3年度 Ｒ2年度

総 合 学 科 男 女 計

大 学 19 12 31 23 29 34

国 公 立 1 0 1 2 5 1

私 立 18 12 3０ 21 2４ 33

短 期 大 学 1 15 16 26 21 15

公 立 0 2 2 5 1 2

私 立 1 13 1４ 21 2０ 13

看 護 学 校 0 5 5 9 13 5

職業訓練校 6 0 6 4 3 1

専修各種学校 11 30 41 39 45 43

就 職 10 23 33 45 43 47

県 内 8 15 23 3７ 3０ 35

県 外 0 5 5 2 1 1

公 務 員 2 3 5 6 12 11

そ の 他 0 0 0 6 2 3

合 計 47 85 132 152 156 148

令
和
５
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

就
職
・
公
務
員

　厚
生
労
働
省
山
形
労
働
局
が
４
月
に
発
表

し
た
令
和
６
年
新
規
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹

介
状
況
概
要
（
３
月
末
）
か
ら
高
等
学
校
へ

の
求
人
数
（
県
内
）
は
前
年
比
2
．
9
％

（
１
８
５
人
）
減
少
の
６
，３
０
５
人
で
あ
っ

た
。
一
方
、
県
内
求
職
者
数
は
前
年
比
1４
．

5
％
（
２
４
０
人
）
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

求
人
倍
率
（
県
内
）
は
前
年
比
0
．
53
ポ
イ

ン
ト
上
昇
の
4
．
４４
倍
と
な
っ
た
。
求
人
数

は
安
定
傾
向
に
あ
る
が
、
少
子
化
や
進
学
率

の
上
昇
に
よ
る
求
職
者
数
の
減
少
が
大
き
く

影
響
し
て
お
り
、
企
業
側
の
人
材
確
保
難
が

続
い
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　今
春
、
山
形
県
内
の
高
校
を
卒
業
し
た
求

職
者
の
う
ち
、
81
．
2
％
が
県
内
に
就
職
し

て
お
り
、
県
内
へ
の
就
職
率
が
４
年
連
続
で

8０
％
を
超
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
外

就
職
へ
の
た
め
ら
い
か
ら
、
就
職
者
の
県
内

割
合
が
高
い
状
況
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

今
後
は
、
県
外
就
職
を
志
向
す
る
人
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
今
春
本
校
を
卒
業
し
た

生
徒
の
昨
年
４
月
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、

県
内
希
望
2６
名
、
県
外
希
望
3
名
計
29
名
の

民
間
就
職
希
望
者
で
あ
っ
た
。
最
終
的
な
就

職
内
定
状
況
は
県
内
就
職
23
名
、
県
外
就
職

5
名
、
計
28
名
で
あ
り
、
県
内
就
職
の
割
合

は
、
82
．
1
％
と
昨
年
よ
り
や
や
減
少
し
た
。

希
望
者
全
員
が
内
定
を
頂
い
た
背
景
に
は
、

総
合
講
座
で
自
己
分
析
や
企
業
研
究
に
取
り

組
み
、
熟
考
し
た
上
で
職
種
や
業
種
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
学
科

試
験
や
作
文
対
策
、
各
先
生
方
か
ら
何
度
も

面
接
練
習
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
要
因

で
あ
る
。
自
分
を
磨
く
努
力
を
継
続
し
、
各

事
業
所
に
お
い
て
信
頼
さ
れ
活
躍
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　現
3
年
生
は
４
月
時
点
で
県
内
希
望
21
名
、

県
外
希
望
5
名
、
計
2６
名
の
民
間
就
職
希
望

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
各

事
業
所
は
働
き
手
確
保
に
必
死
で
就
職
希
望

者
に
は
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
求
人
数
を
上
回
る
応
募
者
数
の
場
合
や
、

事
業
者
が
求
め
る
人
材
を
確
保
し
た
い
と
考

え
た
場
合
、
試
験
で
求
め
ら
れ
た
結
果
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
筆
記
試
験
に
向
け
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
」

「
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
目
を
通
し
時
事
問
題

や
面
接
、
作
文
に
備
え
る
」「
身
だ
し
な
み
を

整
え
、
言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
る
」
こ
と

を
心
が
け
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　本
校
の
公
務
員
希
望
者
へ
の
指
導
は
、
外

部
講
師
を
招
聘
し
１
年
次
よ
り
継
続
的
か
つ

効
果
的
に
公
務
員
講
習
を
実
施
す
る
な
ど
手

厚
く
行
っ
て
お
り
、
今
春
、
５
名
の
生
徒
が

公
務
員
と
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
。
現
３
年

生
は
21
名
が
希
望
し
て
お
り
、
平
日
、
休
日

の
公
務
員
講
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年

度
の
合
格
体
験
談
で
公
務
員
に
内
定
し
た
卒

業
生
よ
り
「
公
務
員
講
習
は
１
回
１
回
を
大

切
に
し
、
先
生
の
解
説
を
見
聞
き
し
な
が
ら

問
題
を
丁
寧
に
解
く
こ
と
」「
講
習
を
受
け

て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
家
で
も
間
違
っ
た

問
題
を
中
心
に
復
習
す
る
こ
と
」
な
ど
の
助

言
が
あ
っ
た
。
現
２
・
３
年
生
は
、
後
輩
に

向
け
た
こ
れ
ら
の
助
言
を
胸
に
刻
み
実
践
し

て
ほ
し
い
。

　ま
た
、
公
務
員
試
験
は
、
受
験
で
き
る
職

種
、
試
験
内
容
、
試
験
科
目
が
多
岐
に
渡
る
。

そ
の
た
め
、
一
次
試
験
に
向
け
た
筆
記
試
験

対
策
、
そ
し
て
、
面
接
・
作
文
対
策
に
お
い

て
も
受
験
先
の
取
り
組
み
内
容
な
ど
に
つ
い

て
情
報
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
必
須
と
な

る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
公
務
員
試
験
は
人
物

本
位
・
面
接
重
視
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

た
め
、「
責
任
感
」・「
誠
実
さ
」・「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
」
な
ど
を
意
識
し

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
、

公
務
員
試
験
の
結
果
が
思
い
通
り
に
行
か
な

令和５年度卒業生の進路

短期大学
12％
短期大学
12％
短期大学
12％専門学校

36％
専門学校
36％
専門学校
36％

民間企業
21％
民間企業
21％
民間企業
21％

大学
23％
大学
23％
大学
23％

看護学校
４％

公務員
４％
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　天
童
高
校
に

入
学
し
て
か
ら
、

自
分
の
将
来
・

進
路
に
つ
い
て

考
え
た
と
き
に
、

就
き
た
い
職
業
、

将
来
の
夢
な
ど

何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
将
来

の
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
今
の
地
元
で
働

い
て
、
市
民
の
方
々
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
天
童
市
職
員
を

目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
は
天
童
市
役
所
市
民
課
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
、
住
所

異
動
、
死
亡
届
な
ど
の
窓
口
業
務
を
し
て

い
ま
す
。
働
い
て
い
て
、
毎
日
新
し
く
覚
え

る
こ
と
ば
か
り
で
す
し
、
お
客
さ
ん
と
の
対

応
も
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
高
校
は
ダ
ン
ス

部
に
所
属
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ダ
ン
ス
以

外
に
も
先
輩
に
挨
拶
・
返
事
を
す
る
こ
と

や
、
部
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
が
現
在
の
私
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
高
校
生
ま
で

に
し
か
経
験
で
き
な
い
部
活
動
や
生
徒
会

な
ど
に
積
極
的
に
な
り
、
自
分
か
ら
行
動

す
る
力
を
今
の
う
ち
か
ら
付
け
る
と
就
職

し
て
か
ら
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　高
校
生
活
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
は
高
校
の
頃
の
友

達
と
遊
べ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

受
験
勉
強
も
目
標
を
し
っ
か
り
立
て
て
勉

強
に
励
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
友
達

と
の
時
間
も
思
う
存
分
に
楽
し
ん
で
、
後

悔
の
な
い
高
校
生
活
に
し
て
く
だ
さ
い
。
進

路
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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•
•
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　私
は
高
校
２

年
生
ご
ろ
ま
で
は
、

特
に
理
由
は
な
く

な
ん
と
な
く
山
形

大
学
に
行
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
3
年
生
に
な
っ
て
本
格
的
に

進
路
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
に
自
分
は
公
務
員

に
な
り
た
い
、
そ
の
た
め
に
大
学
で
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
な
将
来
の
目
標
を
設
定
で
き
た
こ
と
が
自

分
を
成
長
さ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
験
を

す
る
に
あ
た
っ
て
模
擬
試
験
で
は
あ
ま
り
良
い

成
績
が
出
な
か
っ
た
り
、
入
試
に
必
要
な
読
書

感
想
文
も
何
回
も
書
き
直
し
た
り
と
苦
労
し
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
負

け
な
い
熱
意
と
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
の
お

か
げ
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　私
は
現
在
、
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部

で
法
律
や
経
済
、
英
語
や
中
国
語
な
ど
幅
広
い

学
び
を
得
て
い
ま
す
。
最
初
は
知
り
合
い
も
い

な
く
て
大
学
に
な
じ
め
る
か
心
配
で
し
が
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
講
義
で
知
り
合
っ
た
同

じ
学
部
の
人
と
楽
し
く
大
学
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
高
校
時
代
の
授
業
で
培
っ
た
知
識
や
、

受
験
や
部
活
動
で
学
ん
だ
最
後
ま
で
粘
り
強

く
努
力
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
現
在
大
学
で
の
生
活
に
生
か
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
中
に
は
自
分
の
進
路
が
ま
だ
は
っ

き
り
と
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
人
も
た
く
さ

ん
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
自
分
の
目
標

を
明
確
に
し
た
ほ
う
が
勉
学
に
や
る
気
が
持
て

る
の
で
、
時
に
は
自
分
を
見
つ
め
直
し
つ
つ
限

り
あ
る
高
校
で
の
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　私
は
幼
い
頃

か
ら
看
護
師
を

目
指
し
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
と

な
っ
て
は
看
護

学
生
と
な
り
、

看
護
師
に
な
れ
る
ま
で
あ
と
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。
私
が
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て

こ
れ
た
の
は
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　受
験
期
間
、
勉
強
で
困
っ
た
時
に
は

相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
分
か
ら
な

い
問
題
は
私
が
理
解
で
き
る
ま
で
何
度

も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
憂
鬱
に

感
じ
て
い
た
勉
強
が
楽
し
い
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
自
ら
勉
強
し
た
い
と
思

え
る
時
間
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
受

験
間
近
に
な
っ
た
私
は
突
如
不
安
に

な
っ
て
し
ま
い
、
気
弱
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
方
が
励
ま
し

の
言
葉
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
に
何
度
も
救
わ
れ
、
自
信
に
繋
が
り
、

た
く
さ
ん
の
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

受
験
本
番
で
は
、
自
分
の
実
力
を
発
揮

し
、
全
力
で
挑
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
看

護
師
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　高
校
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
勉
強
し
、

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
自
分
の
行
動
次
第
で
人

生
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
自

分
が
目
指
す
進
路
に
つ
い
て
後
悔
の
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　私
は
高
校
入

学
当
時
か
ら
漠

然
と
就
職
し
よ

う
と
い
う
こ
と
は

決
め
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
が

し
た
い
こ
と
も
何

が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、
希
望

す
る
就
職
先
を
選
択
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
他
の
人
が
進
路
を
決
め
て
い
っ
て
る
時
に

私
は
職
種
す
ら
絞
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
時
助
け
に
な
っ
た
の
が
友
達
や
先
生
の
存

在
で
す
。
い
つ
も
趣
味
の
話
や
面
白
お
か
し
い

話
を
し
て
い
る
友
達
に
真
剣
に
相
談
す
る
の
は

恥
ず
か
し
く
、
勇
気
が
い
り
ま
す
。
ま
し
て
や
、

そ
ん
な
真
剣
な
相
談
を
し
た
ら
面
倒
臭
が
ら

れ
そ
う
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
そ
う
な
ど
と

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
そ
う
思
い
相
談
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
あ
る
日
友
達
に

「
俺
こ
こ
の
会
社
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
ど
う
思
う
。
俺
に
合
っ
て
る
か
な
。」

と
聞
か
れ
た
時
、
悩
み
が
一
瞬
で
な
く
な
り
ま

し
た
。
な
ん
で
俺
こ
ん
な
に
悩
ん
で
た
ん
だ
ろ

う
と
思
い
、
私
も
そ
の
友
達
に
す
ぐ
相
談
し
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
そ
ん
な
事
は
そ
の
友
達
は
覚

え
て
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
に
と
っ

て
は
救
わ
れ
た
一
言
で
し
た
。

　何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
も
っ
と
「
気

楽
に
考
え
て
欲
し
い
」
と
い
う
事
で
す
。
も
ち

ろ
ん
進
路
は
人
生
に
関
わ
る
大
切
な
事
で
あ

り
、
気
楽
に
考
え
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
困
っ
た
時
相
談
す
る
」
と
い

う
事
を
気
楽
に
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。
誰
も

真
剣
な
相
談
を
さ
れ
て
面
倒
臭
い
、
嫌
だ
な

な
ん
て
思
う
人
は
あ
な
た
の
友
達
の
中
に
は
い

ま
せ
ん
。
ま
た
天
童
高
校
の
先
生
の
中
に
も
そ

ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
気
楽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

令和５年度 令和５年度 卒業生卒業生  からのメッセージからのメッセージ

何
も
な
か
っ
た
自
分
か
ら

山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部
人
文
社
会
科

学
科
地
域
公
共
政
策
コ
ー
ス

佐
藤

　由
飛

先
生
方
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

山
形
市
立
病
院
済
生
館
高
等
看
護
学
院

結
城
莉
愛
奈

進
路
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

株
式
会
社
山
本
製
作
所

　
　
　

多
田
野
良
風

進
路
実
現
に
向
け
て

天
童
市
役
所

　
　
　

後
藤

　朱
梨
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か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
保
護
者
と
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

進
学

　令
和
５
年
度
の
進
学
者
は
99
名
。
国
公
立

大
学
は
１
名
、
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部

人
文
社
会
科
学
科
（
学
校
推
薦
型
）。
他
の

四
年
制
大
学
に
は
総
合
型
1０
、
学
校
推
薦
型

（
指
定
校
含
む
）
1７
、一
般
３
の
3０
名
（
東
北

文
教
７
、
東
北
芸
工
１
、
東
北
公
益
２
、
東

北
学
院
６
、
東
北
福
祉
５
、
東
北
工
業
１
、

石
巻
専
修
１
、
仙
台
白
百
合
女
子
１
、
東
北

文
化
学
園
１
、
新
潟
医
療
福
祉
１
、
駒
沢
１
、

淑
徳
１
、
湘
南
工
科
１
、
明
海
１
）
が
合
格
。

昨
年
度
に
比
し
て
、
宮
城
県
の
東
北
学
院
や

東
北
福
祉
に
進
む
生
徒
や
、
総
合
型
選
抜
で

進
学
す
る
生
徒
が
大
幅
に
増
え
る
一
方
で
、

一
般
選
抜
で
進
学
す
る
生
徒
は
減
少
し
た
。

短
期
大
学
に
は
い
ず
れ
も
学
校
推
薦
型
の
1６

名
（
県
立
米
短
２
、
羽
陽
短
1０
、
仙
台
青
葉

４
）
が
合
格
、
こ
ち
ら
は
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
高
等
看
護
学
校
に
は
学
校

推
薦
型
２
、
一
般
３
の
５
名
（
済

生
館
２
、
国
療
山
形
２
、
厚
生
１
）

が
合
格
。
職
業
能
力
開
発
校
に
は

６
名
（
県
立
産
技
短
４
、
東
北
農

林
専
門
職
大
学
附
属
農
林
大
学
校

１
、
県
立
職
能
１
）
が
、
そ
の
他

専
門
学
校
に
は
４1
名
（
山
医
技
専

４
、
山
歯
科
専
２
、
仙
台
医
ス
ポ

１
、
仙
台
リ
ハ
１
、
美
容
13
、
公

務
員
養
成
系
５
、
デ
ザ
イ
ン
・
芸

術
系
４
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
系
３
、

動
物
看
護
３
、
そ
の
他
５
）
が
そ

れ
ぞ
れ
進
ん
だ
。

　進
学
希
望
者
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
保
護
者
同
伴
で
複
数
校

参
加
し
事
前
に
比
較
検
討
す
る
こ

と
、
入
学
後
に
備
え
て
高
校
時
代

に
基
礎
学
力
を
養
っ
て
お
く
こ
と
、

そ
の
先
の
未
来
を
考
え
て
後
悔
の

な
い
進
学
先
を
選
択
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

卒業生進路状況（過去４年間）
令和6年3月31日現在

年 度 令和5年度 （23 期生 ）
Ｒ4年度 Ｒ3年度 Ｒ2年度

総 合 学 科 男 女 計

大 学 19 12 31 23 29 34

国 公 立 1 0 1 2 5 1

私 立 18 12 3０ 21 2４ 33

短 期 大 学 1 15 16 26 21 15

公 立 0 2 2 5 1 2

私 立 1 13 1４ 21 2０ 13

看 護 学 校 0 5 5 9 13 5

職業訓練校 6 0 6 4 3 1

専修各種学校 11 30 41 39 45 43

就 職 10 23 33 45 43 47

県 内 8 15 23 3７ 3０ 35

県 外 0 5 5 2 1 1

公 務 員 2 3 5 6 12 11

そ の 他 0 0 0 6 2 3

合 計 47 85 132 152 156 148

令
和
５
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

就
職
・
公
務
員

　厚
生
労
働
省
山
形
労
働
局
が
４
月
に
発
表

し
た
令
和
６
年
新
規
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹

介
状
況
概
要
（
３
月
末
）
か
ら
高
等
学
校
へ

の
求
人
数
（
県
内
）
は
前
年
比
2
．
9
％

（
１
８
５
人
）
減
少
の
６
，３
０
５
人
で
あ
っ

た
。
一
方
、
県
内
求
職
者
数
は
前
年
比
1４
．

5
％
（
２
４
０
人
）
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

求
人
倍
率
（
県
内
）
は
前
年
比
0
．
53
ポ
イ

ン
ト
上
昇
の
4
．
４４
倍
と
な
っ
た
。
求
人
数

は
安
定
傾
向
に
あ
る
が
、
少
子
化
や
進
学
率

の
上
昇
に
よ
る
求
職
者
数
の
減
少
が
大
き
く

影
響
し
て
お
り
、
企
業
側
の
人
材
確
保
難
が

続
い
て
い
る
状
況
が
あ
る
。

　今
春
、
山
形
県
内
の
高
校
を
卒
業
し
た
求

職
者
の
う
ち
、
81
．
2
％
が
県
内
に
就
職
し

て
お
り
、
県
内
へ
の
就
職
率
が
４
年
連
続
で

8０
％
を
超
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県
外

就
職
へ
の
た
め
ら
い
か
ら
、
就
職
者
の
県
内

割
合
が
高
い
状
況
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

今
後
は
、
県
外
就
職
を
志
向
す
る
人
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
今
春
本
校
を
卒
業
し
た

生
徒
の
昨
年
４
月
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、

県
内
希
望
2６
名
、
県
外
希
望
3
名
計
29
名
の

民
間
就
職
希
望
者
で
あ
っ
た
。
最
終
的
な
就

職
内
定
状
況
は
県
内
就
職
23
名
、
県
外
就
職

5
名
、
計
28
名
で
あ
り
、
県
内
就
職
の
割
合

は
、
82
．
1
％
と
昨
年
よ
り
や
や
減
少
し
た
。

希
望
者
全
員
が
内
定
を
頂
い
た
背
景
に
は
、

総
合
講
座
で
自
己
分
析
や
企
業
研
究
に
取
り

組
み
、
熟
考
し
た
上
で
職
種
や
業
種
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
学
科

試
験
や
作
文
対
策
、
各
先
生
方
か
ら
何
度
も

面
接
練
習
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
要
因

で
あ
る
。
自
分
を
磨
く
努
力
を
継
続
し
、
各

事
業
所
に
お
い
て
信
頼
さ
れ
活
躍
で
き
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　現
3
年
生
は
４
月
時
点
で
県
内
希
望
21
名
、

県
外
希
望
5
名
、
計
2６
名
の
民
間
就
職
希
望

と
い
う
状
況
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
各

事
業
所
は
働
き
手
確
保
に
必
死
で
就
職
希
望

者
に
は
有
利
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
求
人
数
を
上
回
る
応
募
者
数
の
場
合
や
、

事
業
者
が
求
め
る
人
材
を
確
保
し
た
い
と
考

え
た
場
合
、
試
験
で
求
め
ら
れ
た
結
果
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
筆
記
試
験
に
向
け
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
」

「
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
に
目
を
通
し
時
事
問
題

や
面
接
、
作
文
に
備
え
る
」「
身
だ
し
な
み
を

整
え
、
言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
る
」
こ
と

を
心
が
け
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　本
校
の
公
務
員
希
望
者
へ
の
指
導
は
、
外

部
講
師
を
招
聘
し
１
年
次
よ
り
継
続
的
か
つ

効
果
的
に
公
務
員
講
習
を
実
施
す
る
な
ど
手

厚
く
行
っ
て
お
り
、
今
春
、
５
名
の
生
徒
が

公
務
員
と
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
。
現
３
年

生
は
21
名
が
希
望
し
て
お
り
、
平
日
、
休
日

の
公
務
員
講
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年

度
の
合
格
体
験
談
で
公
務
員
に
内
定
し
た
卒

業
生
よ
り
「
公
務
員
講
習
は
１
回
１
回
を
大

切
に
し
、
先
生
の
解
説
を
見
聞
き
し
な
が
ら

問
題
を
丁
寧
に
解
く
こ
と
」「
講
習
を
受
け

て
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
家
で
も
間
違
っ
た

問
題
を
中
心
に
復
習
す
る
こ
と
」
な
ど
の
助

言
が
あ
っ
た
。
現
２
・
３
年
生
は
、
後
輩
に

向
け
た
こ
れ
ら
の
助
言
を
胸
に
刻
み
実
践
し

て
ほ
し
い
。

　ま
た
、
公
務
員
試
験
は
、
受
験
で
き
る
職

種
、
試
験
内
容
、
試
験
科
目
が
多
岐
に
渡
る
。

そ
の
た
め
、
一
次
試
験
に
向
け
た
筆
記
試
験

対
策
、
そ
し
て
、
面
接
・
作
文
対
策
に
お
い

て
も
受
験
先
の
取
り
組
み
内
容
な
ど
に
つ
い

て
情
報
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
必
須
と
な

る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
公
務
員
試
験
は
人
物

本
位
・
面
接
重
視
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る

た
め
、「
責
任
感
」・「
誠
実
さ
」・「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
」
な
ど
を
意
識
し

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
、

公
務
員
試
験
の
結
果
が
思
い
通
り
に
行
か
な
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　天
童
高
校
に

入
学
し
て
か
ら
、

自
分
の
将
来
・

進
路
に
つ
い
て

考
え
た
と
き
に
、

就
き
た
い
職
業
、

将
来
の
夢
な
ど

何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
将
来

の
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
、
今
の
地
元
で
働

い
て
、
市
民
の
方
々
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
天
童
市
職
員
を

目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　私
は
天
童
市
役
所
市
民
課
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
、
住
所

異
動
、
死
亡
届
な
ど
の
窓
口
業
務
を
し
て

い
ま
す
。
働
い
て
い
て
、
毎
日
新
し
く
覚
え

る
こ
と
ば
か
り
で
す
し
、
お
客
さ
ん
と
の
対

応
も
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
高
校
は
ダ
ン
ス

部
に
所
属
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ダ
ン
ス
以

外
に
も
先
輩
に
挨
拶
・
返
事
を
す
る
こ
と

や
、
部
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
が
現
在
の
私
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
高
校
生
ま
で

に
し
か
経
験
で
き
な
い
部
活
動
や
生
徒
会

な
ど
に
積
極
的
に
な
り
、
自
分
か
ら
行
動

す
る
力
を
今
の
う
ち
か
ら
付
け
る
と
就
職

し
て
か
ら
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　高
校
生
活
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
は
高
校
の
頃
の
友

達
と
遊
べ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

受
験
勉
強
も
目
標
を
し
っ
か
り
立
て
て
勉

強
に
励
む
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
友
達

と
の
時
間
も
思
う
存
分
に
楽
し
ん
で
、
後

悔
の
な
い
高
校
生
活
に
し
て
く
だ
さ
い
。
進

路
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
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　私
は
高
校
２

年
生
ご
ろ
ま
で
は
、

特
に
理
由
は
な
く

な
ん
と
な
く
山
形

大
学
に
行
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
3
年
生
に
な
っ
て
本
格
的
に

進
路
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
に
自
分
は
公
務
員

に
な
り
た
い
、
そ
の
た
め
に
大
学
で
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具

体
的
な
将
来
の
目
標
を
設
定
で
き
た
こ
と
が
自

分
を
成
長
さ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
験
を

す
る
に
あ
た
っ
て
模
擬
試
験
で
は
あ
ま
り
良
い

成
績
が
出
な
か
っ
た
り
、
入
試
に
必
要
な
読
書

感
想
文
も
何
回
も
書
き
直
し
た
り
と
苦
労
し
た

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
負

け
な
い
熱
意
と
先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
の
お

か
げ
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　私
は
現
在
、
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部

で
法
律
や
経
済
、
英
語
や
中
国
語
な
ど
幅
広
い

学
び
を
得
て
い
ま
す
。
最
初
は
知
り
合
い
も
い

な
く
て
大
学
に
な
じ
め
る
か
心
配
で
し
が
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
講
義
で
知
り
合
っ
た
同

じ
学
部
の
人
と
楽
し
く
大
学
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
高
校
時
代
の
授
業
で
培
っ
た
知
識
や
、

受
験
や
部
活
動
で
学
ん
だ
最
後
ま
で
粘
り
強

く
努
力
す
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
現
在
大
学
で
の
生
活
に
生
か
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
中
に
は
自
分
の
進
路
が
ま
だ
は
っ

き
り
と
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
人
も
た
く
さ

ん
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
自
分
の
目
標

を
明
確
に
し
た
ほ
う
が
勉
学
に
や
る
気
が
持
て

る
の
で
、
時
に
は
自
分
を
見
つ
め
直
し
つ
つ
限

り
あ
る
高
校
で
の
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　私
は
幼
い
頃

か
ら
看
護
師
を

目
指
し
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
と

な
っ
て
は
看
護

学
生
と
な
り
、

看
護
師
に
な
れ
る
ま
で
あ
と
一
歩
と
な

り
ま
し
た
。
私
が
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て

こ
れ
た
の
は
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
の
お

か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　受
験
期
間
、
勉
強
で
困
っ
た
時
に
は

相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
分
か
ら
な

い
問
題
は
私
が
理
解
で
き
る
ま
で
何
度

も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
憂
鬱
に

感
じ
て
い
た
勉
強
が
楽
し
い
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
自
ら
勉
強
し
た
い
と
思

え
る
時
間
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
受

験
間
近
に
な
っ
た
私
は
突
如
不
安
に

な
っ
て
し
ま
い
、
気
弱
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
方
が
励
ま
し

の
言
葉
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
に
何
度
も
救
わ
れ
、
自
信
に
繋
が
り
、

た
く
さ
ん
の
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

受
験
本
番
で
は
、
自
分
の
実
力
を
発
揮

し
、
全
力
で
挑
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、

患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
気
持
ち
に
寄
り

添
い
、
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
看

護
師
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　高
校
生
の
う
ち
に
た
く
さ
ん
勉
強
し
、

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
自
分
の
行
動
次
第
で
人

生
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
自

分
が
目
指
す
進
路
に
つ
い
て
後
悔
の
な

い
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　私
は
高
校
入

学
当
時
か
ら
漠

然
と
就
職
し
よ

う
と
い
う
こ
と
は

決
め
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
が

し
た
い
こ
と
も
何

が
自
分
に
合
っ
て
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、
希
望

す
る
就
職
先
を
選
択
す
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
他
の
人
が
進
路
を
決
め
て
い
っ
て
る
時
に

私
は
職
種
す
ら
絞
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
時
助
け
に
な
っ
た
の
が
友
達
や
先
生
の
存

在
で
す
。
い
つ
も
趣
味
の
話
や
面
白
お
か
し
い

話
を
し
て
い
る
友
達
に
真
剣
に
相
談
す
る
の
は

恥
ず
か
し
く
、
勇
気
が
い
り
ま
す
。
ま
し
て
や
、

そ
ん
な
真
剣
な
相
談
を
し
た
ら
面
倒
臭
が
ら

れ
そ
う
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
そ
う
な
ど
と

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
そ
う
思
い
相
談
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
あ
る
日
友
達
に

「
俺
こ
こ
の
会
社
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
ど
う
思
う
。
俺
に
合
っ
て
る
か
な
。」

と
聞
か
れ
た
時
、
悩
み
が
一
瞬
で
な
く
な
り
ま

し
た
。
な
ん
で
俺
こ
ん
な
に
悩
ん
で
た
ん
だ
ろ

う
と
思
い
、
私
も
そ
の
友
達
に
す
ぐ
相
談
し
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
そ
ん
な
事
は
そ
の
友
達
は
覚

え
て
も
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
に
と
っ

て
は
救
わ
れ
た
一
言
で
し
た
。

　何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
も
っ
と
「
気

楽
に
考
え
て
欲
し
い
」
と
い
う
事
で
す
。
も
ち

ろ
ん
進
路
は
人
生
に
関
わ
る
大
切
な
事
で
あ

り
、
気
楽
に
考
え
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
困
っ
た
時
相
談
す
る
」
と
い

う
事
を
気
楽
に
考
え
て
欲
し
い
の
で
す
。
誰
も

真
剣
な
相
談
を
さ
れ
て
面
倒
臭
い
、
嫌
だ
な

な
ん
て
思
う
人
は
あ
な
た
の
友
達
の
中
に
は
い

ま
せ
ん
。
ま
た
天
童
高
校
の
先
生
の
中
に
も
そ

ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
気
楽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

令和５年度 令和５年度 卒業生卒業生  からのメッセージからのメッセージ
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か
ら

山
形
大
学
人
文
社
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学
部
人
文
社
会
科

学
科
地
域
公
共
政
策
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ー
ス

佐
藤

　由
飛

先
生
方
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

山
形
市
立
病
院
済
生
館
高
等
看
護
学
院

結
城
莉
愛
奈

進
路
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

株
式
会
社
山
本
製
作
所

　
　
　

多
田
野
良
風

進
路
実
現
に
向
け
て

天
童
市
役
所

　
　
　

後
藤

　朱
梨



進 路 だ よ り第 65 号 令和6年７月1日 （４）

令和６年度年間進路指導計画

全体行事
3　　年

2　　年 1　　年
就　　職 進　　学

４
　8　第1回進路希望調査
　9～1０　学びの基礎診断
2７　3年親子進路説明会

就職希望者向け総合講
座開始
2０　公務員講習

2０　公務員講習
19　キャリアガイダンス

5

（ふれあい看護体験）
　9　進路の手引き学習会 18　公務員講習

18　看護医療模試
25　就職模試
　　進研共通テスト模試
　　実力診断テスト

18　公務員講習
23　天童再発見講座
3０　探究学習講座

2４　大学等進学説明会

６
12　�2年就職希望者
ジュニアインター
ンシップ

職員による企業訪問
15　公務員講習
29　就職模試

12～前期平日講習

29　進研記述模試
15　公務員講習
29　進研記述模試

７

　1　「進路だより」①発行
3年三者面談開始
1０　1年親子公務員説明会
（夏季休業中）
　↓　�オープンキャンパス

参加
（上旬～作業・理学療法体験）
�2年就職希望者ジュニア
インターンシップ

就職セミナー開始
　６　公務員講習
2４～2６　公務員講習
2４～25　就職セミナー
（外部講師模擬面接）
応募前企業見学

1７　�プレゼンテーショ
ン講座

2４～31　夏期講習

　６　　公務員講習
2４～2６　夏期講習
　　　　（進学・公務員）

2４～2６　夏期講習
　　　　（進学）

8

2年就職希望者ジュニ
アインターンシップ

21　第2回進路希望調査

就職模擬面接
2４　公務員講習
28　�民間就職公務員受
験者激励会

31　公務員講習

2４　公務員講習

31　公務員講習

9

　７　1年親子進路説明会 　3　就職応募開始
1６　就職試験開始
3０　公務員二次講習

　2～　後期平日講習
　3　�共通テスト出願説明会
　７　�進研共通テスト模試、
看護医療模試

3０　共通テスト出願

　６　�インターンシップ
前キャリアガイダ
ンス

1０

2６　2年親子進路説明会
23～25　�1年インター

ンシップ

７　公務員二次講習 　9　進学面接対策講座
　　（外部講師 ）
19　進研記述模試
2６　看護医療模試

19　公務員講習 19　公務員講習

11
　2　進研共通テスト模試
23　全統プレ共通テスト

　2　�進研模試・実力診
断テスト

　9　公務員講習

　8　�探究学習ガイダン
スⅠ

　9　公務員講習

12
2４～2７　冬期講習 　７　公務員講習

2４～2６　冬期講習
　　　　　　　（進学・公務員）

　７　公務員講習
2４～2６　冬期講習
　　　　　　　（進学・公務員）

1

　8　第3回進路希望調査
28　3年合格体験談発表会

1７　受験生激励会
　　　　�共通テスト受験説
明会

18～19　�大学入学共通
テスト

2０　自己採点

18　公務員講習
18　進研模試
　　実力診断テスト
18　看護医療模試

18　公務員講習
18　進研模試
　　実力診断テスト

2
28　 「進路だより」
②発行（3月1日付け）

1、 22　公務員講習
　8　進研共通テスト模試

1、 22　公務員講習

3

合格一覧 ・進路先一覧
　「受験報告書」 取りまとめ
　「進路のてびき」作成

　5　探究型学習発表会
2４～2７　公務員講習
　　　　就職ガイダンス

　5　�2年探究型学習発
表会参観

2４～2７　公務員講習
　　　　就職ガイダンス


